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フェーズⅡ 基本操作実習

              

環境GIS課題
ヤマアカガエルHSIモデルの作成
ArcGIS Desktop

  

四日市市の植生マップ作成

  



 ii



 
 

四⽇市市の植⽣マップを作成しよう  〜〜 準備編 その１〜〜 

 

１ ArcCatalog を起動 

 

２ 「四⽇市市の植⽣マップ」フォルダに、ファイルジオデータベースを新規作成する。 

 

３ 作成した「New File Geodatabase.gdb」を右クリックして「四⽇市市の植⽣マップ.gdb」に名前変更。 

 

４ ArcGIS を起動―[ArcMap – はじめに]の画⾯で「新規マップ」をクリックして OK 

 
 

５ メニューの[ファイル]ー[マップドキュメントプロパティ]の⼀般タブで、右下端の をクリックして、

「デフォルトジオデータベース」を「四⽇市市の植⽣マップ.gdb」に変更し、OK 
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６ テーブルオブコンテンツ（TOC、画⾯の⼀番左側）の「マップレイヤ」を右クリックし、⼀般タブの名

前欄で「四⽇市市の植⽣マップ」に名前変更 

 

７ 座標系タブに移動し、座標系選択の欄で、投影座標系－各国の座標系―⽇本－平⾯直⾓座標系第 6 系

（JGD2000）を選択し、OK をクリック 

 

８ をクリックし、[ベースマップの追加…]―[地形図]を選択し追加すると、レイヤ欄には

World_Topo_Map が表⽰される。 

 

９ OK クリックで地理座標系に関する警告が出る場合は、「変換」をクリックし要確認のこと 

 

 
 

10 地図が表⽰されたら、四⽇市市付近を拡⼤ 
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四⽇市市の植⽣マップを作成しよう  〜〜 準備編 その２〜〜 

 

１ 最初にデスクトップへ今⽇の演習⽤データ保存⽤フォルダ（例：四⽇市市のデータ）を作成しておく 

 

２ 四⽇市市の⾏政界および⼈⼝データを⼊⼿するため、「e-stat」でネット検索   
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３ データを「世界測地系 平⾯直⾓座標系 shape 形式」からダウンロード 

 

ファイル名：「A002005212010XYSWC24202.zip」 

 

４ ダウンロードしたファイルを解凍 

「A002005212010XYSWC24202.zip」を解凍して、下図のファイルがあるか確認 

 
 

５ ArcCatalog で、h22ka24202.shp を「四⽇市市の植⽣マップ.gdb」にインポート 

 ⼊⼒フィーチャ：h22ka24202.shp 

 出⼒フィーチャ：⾏政界  
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６ ArcMap に四⽇市市の⾏政界を追加して表⽰ 

 
 

７ ⾏政界レイヤのポリゴン編集（海の部分を削除し、海の埋め⽴て部分を形状修正） 

  ベースマップに「衛星画像」を追加し、これを背景にすると海域が分かって編集しやすい 

 
 

８ 四⽇市市の⾏政界外枠を作成 

四⽇市市の属性をよく確認し、メニューから[ジオプロセシング]－[ディゾルブ] 

ディゾルブフィールドを活⽤し、四⽇市市全部を統合 
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９ ⾏政界を⾚枠のみに変更 

 
 

10 メニューから[ファイル]－[名前を付けて保存] 

 

ファイル名…「四⽇市市植⽣マップ.mxd」  
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四⽇市市の植⽣マップを作成しよう  〜〜 植⽣マップ作成編 〜〜 

 

１ 「⽣物多様性センター」をネット検索 

 
 

２ 最新の植⽣調査データ提供ページへ移動 
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３ 四⽇市市付近へズームイン 

 
 

緑の枠で表⽰ 

  最新データを提供中 

 

グレーの枠で表⽰ 

  データ提供を準備中 

 

上記⾚枠は確認すること 
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４ １次メッシュを選択－[５２３６４４]を選択し、ダブルクリック 

 
  シェープファイルを演習⽤フォルダ「四⽇市市のデータ」に保存 
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５ 四⽇市市全部をカバーできるよう全てのデータをダウンロードし、zip ファイルを解凍 

 
 

６ 植⽣ GIS データについて、座標系を確認する 

 
 

＜確認事項＞ 

ダウンロードしたデータ・・・ 世界測地系 緯度経度座標系  → 距離など不正確 

今表⽰している ArcMap・・・ 世界測地系 平⾯直⾓座標系（第７系） → 距離・⾯積が正確 

 

ちなみに、GIS 植⽣データを ArcMap に追加して表⽰させるとどうなるか？ 
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７ ダウンロードしたデータの座標系定義を確認 

 ArcCatalog の[ArcToolbox]―[データ管理ツール]―[投影変換と座標変換]―[投影法の定義] 

 
 

８ ダウンロードしたデータに座標系を定義 

６で確認した地理座標系「世界測地系 緯度経度座標系」を定義 

 
 

９ 「緯度経度座標系」→「平⾯直⾓座標系」にデータ変換するため、平⾯直⾓座標系第６系へ投影変換 

[ArcToolbox]－[データ管理ツール]－[投影変換と座標変換]－[フィーチャ]－[投影変換] 

 
   これをダウンロードしたデータ全部に対して作業する 
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10 ArcCatalog で、変換前のファイル名に「○○_Project.shp」となっているものがあることを確認 

 
 

11 変換したファイルを ArcMap に追加して表⽰ 

 
 

12 合計７枚の植⽣データ（マップ）を１つのデータ（マップ）へまとめる作業の前に… 

  その前に、追加した植⽣マップの属性データを確認する（属性のフィールド名は、ホームページ参照） 

 
  何の⽬的で、どのデータ（属性）を表⽰させて、どんな分析をしたいのか？ それが問題となる！ 

  例えば、「平成 2 年と H17 年の⼈⼝増減によって、植⽣⼤区分はどのように変化したか」をテーマにす

る場合、どの属性に注⽬すればよいだろうか？(以下、属性「DAI_N」について作成する場合を想定) 
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13 マップの統合 

   メニューから[ジオプロセシング]―[マージ] 

 ⼊⼒データセット：全部の植⽣データ 

 出⼒データセット： をクリックし、 もクリック 

名前：「植⽣図」 

ファイルの種類：フィーチャクラス 

 
 

14 統合したマップ「植⽣図」とそのテーブルの確認 

  問題点   ①地図に四⾓い境界線が残っている 

  ②境界線で分割されたポリゴンが、⼀つになっていない 
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15 指定した属性に基づいて、ポリゴンを集約 

   12 で、「属性「DAI_N」について植⽣区分図を作成する」こととしたので、 

ディゾルブフィールド：DAI_N 

  名前：植⽣図_Dissolve 
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16 四⽇市市の⾏政区域内だけの植⽣マップに加⼯ 

   メニューから[ジオプロセシング]―[クリップ] 

 

17 植⽣マップの凡例にしたがって、シンボルを設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植⽣図_ Dissolve_Clip の属性テーブル

を確認 
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四⽇市市の植⽣マップを作成しよう  〜〜 応⽤編 〜〜 

 

１ 植⽣マップ作成編で作成した図を利⽤して、四⽇市東 IC と四⽇市 IC 付近の詳細図⾯を出⼒（PDF）し、

植⽣に関して違いをコメントしてください。（易） 

 

２ 植⽣マップ作成編で作成した図を利⽤して、その他何らかの主題図を作成してください。（中） 

 

３ 平成○年から平成○年にかけての⼈⼝分布の変化と植⽣分布の変化の間にはどのようなことが⾔えるの

かがわかるよう解析図を作成し、説明してください。（中） 

 

４ 四⽇市市の公共施設をプロットしてください。なお、場所のプロットは、アドレスマッチングを利⽤す

ること。（中） 

 

５ 環境に関する活動をしている NPO の本部場所を⽰し、NPO 名、活動内容などを表⽰できるようにして

ください。なお、場所のプロットは、アドレスマッチングを利⽤すること。（難） 

 

 

 

 

 

 

 
 

16




